


新
春
を
迎
え
て

今

金

町

長

村

本

光

夫

町
民
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
、
之
、
み
な
さ

ま
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
の

町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に

対
し
、
深
〈
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
高

齢
化
社
会
の
進
行
、
曲
属
音
産
物
の
自

由
化
問
題
な
ど
内
外
と
も
に
依
然
と

し
て
困
維
な
状
況
に
あ
り
ま
す
.
こ

の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
道
を
取

り
巻
く
環
境
も
厳
し
く
、
農
畜
産
物

的
貿
易
自
由
化
な
ど
、
国
際
化
へ
の

急
速
な
対
応
を
始
的
、
需
給
不
均
衡

に
よ
る
生
産
調
整
な
ど
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

播
種
期
以
来
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
出
来
秋
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
八
月
中
旬

の
大
雨
に
続
〈
断
続
的
な
降

雨
に
よ
っ
て
予
想
を
下
回
る

結
果
と
な
り
、
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
が
、
生
産
意

欲
と
経
営
努
力
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
念
願
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、

住
民
内
幸
せ
を
願
う
こ
と
か
ら
諸
施

策
の
着
実
な
推
進
を
は
か
り
、
美
利

河
ダ
ム
周
辺
整
備
、
種
川
小
学
校
改

築
、
農
業
基
盤
整
備
、
町
道
の
改
良
、

舗
装
、
総
合
公
園
造
成
、
公
営
住
宅

建
替
事
業
な
ど
主
要
施
策
を
計
画
ど

お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
町
線
会
を
は
じ
め
町
民
各
位

の
力
強
い
ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
樹

申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

検
討
委
貝
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
年

次
計
画
で

一
億
円
を
加
算
し
て
、

ニ
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盤
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
の
ぞ
ん
で
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
.
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
道
路
の
襲
備
や
福
祉
の
向
上
な
ど

は
、
町
政
と
密
着
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
あ

ら
ゆ
る
行
政
施
策
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
問
題
か
ら
大

き
な
問
題
、
そ
し
て
夢
を
、
皆
さ
ん
お
持
ち
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
声
を
聴

く
の
が
町
政
懇
談
会
で
す
。

町
民
生
活
が
複
雑
多
様
化
、
要
求
も
多
く
な
っ
て
き
た
現
在
、
町
政
運
営

は
厳
し
い
財
政
状
況
下
の
中
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望

が
全
て
満
た
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
町
で
は
、
住
民
生
活
の
笑
態
を

把
握
し
、
現
状
を
共
通
理
解
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
と
も
に
建

鼓
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

建
設
的
な

意
見
提
言
を
期
待

町
政
態
談
会
は
、
町
民
と
の
対
話

を
基
本
に
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

町
民
的
方
々
の
提
言
、
意
見
を
ど
を

聴
い
て
、
町
政
に
繁
栄
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
.
六
十
三
年
度
は
、

一
地
区
三
時
間
程
度
で
、
美
利
河
生

活
館
を
始
め
に
十
四
会
場
で
行
わ
れ
、

二
百
六
十
二
名
の
方
が
出
席
し
ま
し

た
。
事
前
に
地
域
内
重
要
課
題
や

町
政
全
般
に
対
す
る
意
見
、
提
言

を
あ
ら
か
じ
め
町
側
に
提
示
し
て

い
た
だ
き
、
臨
ん
だ
わ
け
で
す
。

』
れ
は
、
で
き
る
だ
け
内
容
を
理

す
る
た
め
で
す
。

前
も
っ
て
鑓
示
さ
れ
た
事
項
以

も
自
由
発
言
的
場
が
設
け
ら

参
加
者
が
自
由
に
発
言
で
き

発
言
さ
れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
、

町
内
現
状
や
将
来
の
方
向
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源

億
円
の
基
金
樹
立
て
に
よ
る
‘
年
度
毎

の
運
用
益
を
も
っ
て
、
町
内
活
性
化

を
は
か
つ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す。
本
年
は
、
水
田
再
編
対
策
を
始
め

と
す
る
農
業
問
題
、
不
況
が
続
く
林

業
、
中
小
企
業
の
不
振
な
ど
重
要
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
行
財
政
運
営

も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

財
政
の
健
全
化
を
は
か
り
な
が
ら
、

町
民
的
期
待
に
添

っ
た
活
力
と
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
よ
り

一
層
向
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸

と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。で
町
政
が
運
営
さ
れ
て
い
る
現
状
で

す
。
町
で
は
、
今
金
町
総
合
計
画
に

基
づ
き
年
次
計
画
で
蹴
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
町
政

の
内
容
を
身
近
に
理
解
し
て
い
た
だ

〈
場
で
も
あ
り
ま
す
。

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

町
で
は
、
総
合
計
画
な
ど
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
テ

l
?
を
設
定
し
、

懇
談
を
開
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

定
内
事
業
を
推
進
す
る
と
き
は
地
区

で
懇
談
会
を
設
定
し
、
理
解
を
得
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
町
、

今
金
町
を

建
設
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
意
見
や
提
言
が
貴
重
で
す
。
一
月

に
開
催
予
定
の
町
政
懇
級
会
に
は
、

町
民
こ
ぞ
っ
て
積
極
的
に
参
加
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

献
血
功
労
者
の

表

彰

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
献
血
に
貢

献
さ
れ
た
方
の
表
彰
を
元
年
七
月
+

九
目
、
新
潟
県
で
行
い
ま
し
た
.

本
町
関
係
者
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十
二
月
八
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童書買さん

おおい巴宣言る

今
金
町
部
落
町
内
連
合
会
主
佐
内

町
議
会
議
員
に
よ
る

「
抱
負
を
語
る

会
」
が
昨
年
に
続
き
、
十

一
月
二
十

七
日
夜
、
町
民
セ

ン
タ

に

於

い

て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
九
名
町
議
員
を
予
定
し
て

家
隼
鋤
鏑

今金商工会

従
事
員
衰
穆

町
商
工
会
は
、
木
年
勤
続
優
良
従

業
貝
の
表
彰
式
を
十

一
月
二
十
三
日

(勤
労
感
謝
向
日
に
)
産
業
会
館
で

町
助
役
等
多
数
的
来
賓
の
出
席
の
も

と
開
催
し
ま
し
た
.

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
三
年
か

力
作
を
定
定
え

襲

重器

言撃

生
@
磐
田
園
を

文化、芸術鑑賞

し

む

議

町
教
委
社
会
教
育
採
で
は
、
社
会
教

育
事
業
の

一
環
と
し
て
毎
年
、
幼
児

か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
、
町
内

で
は
、
日
ご
ろ
見
た
り
聞
い
た
り
で

き
な
い
文
化
・
芸
術
的
鑑
賞
事
業
を

お
り
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
二

名
町
議
員
が
欠
席
し
、
七
名
の
議
員

か
ら

一
人
持
ち
時
間

「
十
五
分
」
で

過
疎
開
胞
を
は
じ
め
、
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
た
め
の
対
策
、
林
業
の
掻

興
、
消
費
税
問
題
、
観
光
誘
致
、
文

ら
二
十
年
ま
で
の
勤
続
者
二
+
名
で

す
。
商
工
会
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
あ
と
町

助
役
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

八
幡
武
美
♂
が
1

こ
れ
か
ら
も
企
業

内
発
展
と
経
済
界
の
た
め
に
尽
力
し

ま
す

」
と
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
引
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で

は
、
長
い
間
的
苦
労
話
し
ゃ
思
い
出

を
語
り
合
い
、
受
賞
の
喜
び
を
か
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

十
年
以
上
の
被
表
彰
者
は
、
次
の

と
お
り

• (. 
平
成
元
年
度
小

・
中
学
生
内
美
術
、

笹
道
展
は
、
町
内
各
小

・
中
学
校
か

ら
美
術
的
部
、
小
学
生
市
点
、
中
学

生
お
点
、
密
道
的
部
、
小
学
生
川
章
、

中
学
生
日
目
占
、
計
湖
点
的
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
十

一
月

十
六
日
に
表
彰
式
を
役
場
会
議
室
で
行

わ
れ
、
十
六
人
的
入
賞
者
に
各
々
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
a

マ
美
術
的
都

町
長
賞

笹
森
孝
丸
三
振
料
)
伊
藤

友
子
(
計
量
判
)曲
開
会
議
長
賞
牧
田

筒
子
(
噌
川
刷
)
目
下
い
づ
み
(
↓
盆
紳
)

教

育

委

員

長

賞

大

崎

晃

司

おめでとう

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
九
月
十
二
日
に
中
学

生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
、
東
京
新
掘

ギ
タ

l
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
公
演
に
続

き
、
十
二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の

三
日
間

n
林
家
と
ん
で
ん
平
独
演

会
。
を
町
内
各
小
学
校
を
巡
回
、
五

日
夜
に
は
、

一
般
の
人
を
対
象
に
老

化
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
町
が
抱
え

て
い
る
町
政
全
般
に
つ
い
て
広
範
囲

に
現
状
や
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

ι
聴
衆
は
、
悪
天
候
(
雨
)
に
も
か
か

糊
わ
ら
ず
、
商
業
関
係
者
を
中
心
に
百

弓

二
十
名
あ
り
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

針

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

時

発
表
後
、
質
問
時
聞
が
設
け
ら
れ
、

「
来
年
か
ら
開
基
百
年
を
迎
え
る
部

落
が
あ
る
が
、
町
と
し
て
町
民
の
努

力
と
奮
起
を
促
す
た
め

F
・
R
が
必

要
で
な
い
か
。
具
体
的
に
は
看
板
を

立
て
る
な
ど
。

」
「
格
安
な
住
宅
団

地
内
造
成
の
現
在
的
状
況
は
。

」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
、
町
理
事
者
に
進

言
す
る
こ
と
で
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

マ
勤
続
十
年
以
上
小
海
光
久
J
中

国
洋
二
♂
高
橋
勉
J
竹
村
恵
美
子
J

北
村
弘
子
J
マ
勤
続
十
五
年
以
上

八
幡
武
美
♂
長
江
青
一
♂
杉
村
栄
子

〆
高
田
多
鶴
子
J
7
二
十
年
以
上

斉
藤
ウ
メ
子
J
伊
藤
博
J

(
当
省
刑
)
丸
山
昇
祐
(
2
2
判
)
教
育
長

賞

佐

々

木

優

子

(卦

川
判
)
八
重
座

仁

(
↓
食

料
)

マ
笹
道
の
都

町

長

賞

長

崎

美

香
(
丑
川
判
)
中
島

明
子
(
持
金
判
)議

会

議

長

賞

阪

井

か
す
み
(

ι

日
夜
刷
)
境
田
千
陽
(

1
1

危
判
)

教
育
委
員
長
賞
木
島
理
(
4

東
判
)

伊
藤
清
香
(
卦
金
判
)
教
育
長
賞
安

達

泰

策

(
4
m
刷
)
磯
辺
真
理
子

(
斗

盆

仲
)

(以
上
の
入
賞
作
品
を
随
時
、
広
報

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
、
で
き
る
だ

け
多
く
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

)

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
日
町
評

を
博
し
て
い
ま
し
た
。

前
半
円
語
り
は
、
落
語
界
に
弟
子

入
り
し
て
、

見
習
い
か
ら
ニ
つ
目
昇

進
ま
で
の

一
芸
を
極
め
よ
う
と
す
る
、

と
ん
で
ん
平
き
ん
の
努
力
と
苦
労
話

し
を
、
表
情
豊
か
に
巧
み
な
口
調
で、

身
ぶ
り
を
加
、
え
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

話
の
途
中
に
突
然
、
観
客
席
か
ら

質
問
が
飛
び
出
し
、
話
し
の
腰
を

折
ら
れ
、
び

っ
く
り
さ
せ
る

一
幕

も
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
古
典
落
語
を
予
定
時

聞
を
三
十
分
オ
ー
バ
ー
し
て
の
熱

演
に
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

田
舎
の
町
で
は
、
テ
レ
ビ
の
画

回

農村婦人文化祭

28 第

賞状と記念品を受ける受賞者

第
二
十
九
回
農
村
婦
人
文
化
祭
が

農
協
組
合
長
、
町
長
等
多
数
的
来
賓

を
迎
之
、
十
二
月
二
日
町
民
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
賑
や
か
に
、
多
彩
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
.

文
化
祭
は
、
会
場
ホ

l
ル
に
手
作

り
の
漬
物
、
各
種
ジ
ュ
ー
ス
と
ぴ
ん

詰
め
品
な
ど
に
、
転
作
図
で
と
れ
た

大
豆
使
用
の
手
作
り
ト
ウ
フ
、
み
そ
、

そ
れ
に
、
清
流
日
本

一
で
採
れ
た
八

ソ
目
ウ
ナ
ギ
を
使
用
の
ス
タ
ミ
ナ
寿

し
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
食
品
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
盆
に
は
、

試
食
に
供
さ
れ
、
主
婦
た
ち
の
注
目

と
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
忙
し
い
牒
作
業
の
合

い
間
に
作
ら
れ
た
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
、

ち
ぎ
り
絵
、
編
物
、
縫
い
ぐ
る
み
等

手
の
込
ん
だ
立
派
な
作
品
が
展
示
さ

れ
る
な
ど
‘
参
加
の
婦
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

(e 1. 笑
い
と
感
動
@

祭咽
掌

咽
ぽ
1
光
第

園

重喜

第
十
五
回
光
の
星
学
園
祭
が
+
一

月
一
一十
三
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
園
祭
は
、
多
数
の
父
兄、

一
般

客
が
見
守
る
中
、
園
生
八
十
名
全
員

に
よ
る
学
園
歌
の
コ

ー
ラ
ス
か
ら
始

商
を
通
し
て
し
か
見
ら
れ
な
い
、
聞

け
な
い
生
町
落
賠
に
按
し
、
詰
め
か

け
た
約
百
名
町

一
般
客
も
満
足
そ
う

で
し
た
。

-..，. .司 、

宮勝昌語習烹IWIII
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'" 
島ついい女だ〆そのとおりですね

大
会
で
は
、
阪
井
部
長
の
開
会
内

挨
拶
、
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
研

修
報
告
、

一
日
皆
貯
金
抽
選
会
と
続

き
、
抽
選
会
で
は
、
抽
選
め
た
び
に

歓
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。
昼
食

を
は
さ
ん
で
北
海
道
鹿
山
漁
村
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
重
住
道
彦
所
長
か
ら

「
成
人
病
と
食
生
活
に
つ
い
て
L

の

講
演
が
あ
り
、
質
問
の
時
間
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

引
続
き
行
わ
れ
た
演
芸
大
会
で
は
、

光
G
E
N
I
I
が
ロ

l
ラ
ス
ケ
ー
ト

に
乗
っ
て
登
場
す
る
な
ど
、
各
部
落

単
位
向
趣
向
を
縫
ら
し
た
十
八
種
円

歌
や
踊
り
を
舞
台
い

っ
ぱ
い
に
披
露

し
て
、
笑
い
と
た
く
さ
ん
の
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

秋
の
収
種
、
跡
始
末
も

一
段
落
し

て
か
ら
の
文
化
祭
と
な
り
、
大
勢
町

婦
人
た
ち
が
参
加
し
て
楽
し
い

一
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
り
、
舞
踊
、
器
楽
演
奏
、
太
鼓
な

ど
十
種
の
演
目
に
練
習
を
重
ね
た
成

果
を
舞
台
い

っ
ぱ
い
に
披
露
し
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
演
劇

「
か
さ
地

蔵
」
で
は
、
喜
多
郎
の
パ

y
ク
ミ

ュ

|
ジ

ソ
ク
が
流
れ
る
中
、
や
さ
し
い

お
も
い
や
り
の
心
を

一
生
懸
命
表
現

し
て
、
見
る
人
に
感
動
を
与
え
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
舞
踊
劇
「
白
雪

姫
」
で
は
、
演
技
に
熱
中
し
て
、
お

も
わ
ず
舞
台
か
ら
落
ち
る
一
幕
も
あ

り
爆
笑
を
さ
そ

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
た
く
さ
ん
の
友
情

出
演
が
あ
り
ま
し
た
。
鵜
入
敬
子
J

の
紙
芝
居
、
つ
ぶ

っ
ぺ

の
影
絵

4

「
こ
ぶ
と
り
」
今
金
舞
踊
愛
好

唱
会
的
舞
踊

「
ハ
ワ
イ
音
頭
外

一

U
 
酔
曲
」
箱
舟
の
人
形
劇
『
金
的

…

斧
」
狩
場
太
鼓
の
力
強
い
演
奏

一

の
披
露
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
園
生
と
父
兄
、
一

一

般
客
が

一
緒
に
な
っ
て
「
も
し

も

明

日

が

」

「

ソ

l
ラ
ン

節
」
を
大
ホ

l
ル
い
っ
ぱ
い
に
、

大
き
な
輪
に
な
っ
て
楽
し
く
踊

り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し

た
.
笑
い
と
感
動
、
そ
し
て
ふ

れ
合
い
と
友
情
の
ほ
ん
と
う
に

楽
し
い
学
園
祭
で
し
た
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
学
園
祭
を
、
も

っ
と
大
勢
町
人
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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涯
代
最
備
の

種川小学校新

犠
曾
藩
戚

を

祝

う

種
川
小
学
校

(長
沼
宏
校
長
、
児

童
数
白
人
)
で
は
、
昨
年
内
新
校
舎

落
成
と
今
年
の
屋
内
体
育
館
完
成
を

祝
い
、
十
二
月
十
日
に
改
築
落
成
記

念
式
と
祝
賀
会
を
新
義
に
な

っ
た、

屋
内
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

同
校
は
、
明
治
三
十
二
年
に
第
三

利
別
簡
易
教
育
所
と
し
て
開
校
、
昭

和
二
十
八
年
に
改
築
さ
れ
、
木
造
の

た
め
三
十
有
余
年
を
経
て
老
朽
化
甚

し
く
、
危
険
校
舎
と
し
て
改
築
が
待

望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

言語:;~ t 

改
築
さ
れ
た
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建

一
、
七

O
七

平
方

μ
、
屋
内
体
育
館
は
鉄
骨
造
り

一
部
地
階
六
五
四
平
方
灯
で
総
工
事

費
五
億
二
、
三
六
九
万
円
で
す
。

校
舎
の
特
色
は
、
木
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
の

豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図

っ

た
親
し
み
ゃ
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、

児
童
の
主
体
的
、
創
造
的
な
活
動
を

促
す
多
目
的
ホ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
充
実
し
た
視
聴
覚
室
や
放
送
室
、

更
に
は
地
域
の
文
化
や
伝
統
に
対
す

る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
郷

土
資
料
室
コ
ー
ナ
な
ど
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。

落
成
式
に
は
、
全
校
児
童
を
は
じ

め
各
来
賓
、

P
T
A
会
員
、
同
窓
生

• • 

第
七
回
雪
ま
つ
り
を

成
坊
さ
せ
ま
し
ょ
う
げ

即あの感動/再び/ <&刊誌ふ 5 と ?ま霊 3特個宅思今
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立派にできま Lた種川小学校

ら
約
二
百
人
が
出
席
内
中
、
式
辞
や

工
事
報
告
、
各
祝
辞
等
が
述
べ
ら
れ
、

児
童
会
を
代
表
し
て
岸
大
輔
君
が

「
新
校
舎
は
暖
か
〈
自
然
に
活
動
的

に
な
る
。
先
説
た
ち
が
築
い
た
輝
し

い
伝
統
を
受
継
ぎ
、
新
し
い
校
風
を

つ
く
り
た
い
・
」
と
喜
び
の
こ
と

ば
を
元
気

い
っ
ぱ
い
に
述
べ
て

い
ま

し
た
。
続
い

て
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で

は
、
余
興
も
飛
び
出
す
な
ど
学
校

-

部
落
を
あ
げ
て
喜
び
に
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

学
校
長
一
冨
ニ
ん
な
立
派
な
新
校

舎
で
教
育
に
携
れ
る
こ
と
は
、
光
栄

に
思
い
ま
す
。
学
校
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
、
毎
日
が
菩
ぴ
と
希
望
的
持

て
る
生
き
が
い
の
あ
る
場
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
近
代

設
備
の
整
っ

た
新
校
舎
で
、
心
の
ふ

れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
校

教
育
の
推
進
に
努
め
、
地
域
や
父
母

の
信
託
に
応
え
た
い
。

う
主

今
年
は
午
年
で
す
。
そ
こ

で
午
年
に
生
ま
れ
た
方
キ

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、

今
年
の
抱
負
や
期
待
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
一

言
聞
い
て
み
ま
し
た
。

登
場
し
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
下
は
ロ
歳
か
ら

上
は
刊
は
歳
ま
で
の

方
寸
で
す
。

わたしたちは

午年生まれです

1
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い人もいま

血金原小学校5、6年生のみな
さんです。昭和53年生まれ。
中学絞ヘ行つだら統合中学校

なので、新しい友達をだくさ

んっくり、勉強とスポーツに

頑張りだい (6年〉。上級生

らしく後輩の模範になり芝い

( 5年〕。

V高田由美子九昭和41年生
寒昇銀行勤務
年女と言われ、自分でも 、、え
ついと思い。考えてみるとも
う今年でO歳になります。銀
行に勤めまして、今年で6年
目です。みなさまのお役に立
てるよう勉強しながら頑張っ
ております。どうぞ銀行lこい
らっしゃいましたときは、気
軽に声をかけて下さい。よろ
しくお願いします。血下回屋訓男沓ん

金原農業

叡白ネギを作り始めて6年目
を迎える。今年は育芭

(サンドポ二ツクス)2僚が
完成するので、町内にもっと

仲間を士宮やしたい。市場への

安定供給をして、全国的な銘

柄白・特産昂を目指し疋い。

• • 
V紋山芳夫九
本町理容業
若いときからスポーツガ婦き
でした。舎は、草野球の審判
をしています。趣味として、
娘二人と一緒に民謡会(研友
会)Iこ入っています。
今年も、スポーツや趣昧を通
して、家族や多くの人との交
わりを大事にし芝いと思いま
す。

昭和17年生

"， 't~附i
A山崎完治九昭和5年生
日ノ出町建具製作
若いときlこ脊髄演傷でT年半
の闘病生活を送る。退院後、
コルセットをして頑張つ定。
そのときの体験ガいろんな意
昧で勉強になったと思います。
みなさんlこそだてられ疋授能
を生かして社会lこ貫献したい
と思います。趣味として、 現
在は300鉱の盆栽に凝ってい
ます。いつかは国風盆栽展に
出展する夢を持っています。

司V舎金次郎九 大正7年生
八幡町食堂経営
食堂を経営して17年、いつのま
にか72歳になったという感じで
す。
聞くのガ趣味の私、力ミさんや
若い人と働いているので包日ガ
楽しい。おかげさまで体が丈夫
なので動けるうちは、働きつづ
けだいと思います。きっといい
年になるでしょう。

〕7
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学校紹介

舎金小学機

今
金
小
学
校
(
小
笠
原
鮮
校

長
)
は
、
今
年
度
で
開
校
九
十
周
年

を
迎
、
之
、
卒
業
生
七
千
百
七
十
八
名

を
送
り
だ
し
た
。
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
今
金
市
街
地
唯
一
の
小
学
校
で
す
。

開
校
は
、
明
治
三
十
二
年
六
月
二

ko 

牲を

弄:2
4ロY望書bむ

十
四
目
、
第
二
利
別
簡
易
小
学
校
と

し
て

二
十
六
名
の
児
童
で
利
別
寺

(現
法
林
寺
)
に
併
殴
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
三
年
で
卒
業
し
、
算
術
、

修
身
、
読
み
方
、
習
字
、
作
文
、
体

操
町
六
教
科
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
に
今
金
小
学

す

校

に
改
名
さ
れ
、
九
十
年
の
聞
に
校

で

舎
は
三
回
建
替
え
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

惜

現
校
舎
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
第

沌

一
期
工
事
が
着
手
さ
れ
、
同
四
十
九

ダ

年
に
完
成
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

一一

階
建
、

一
部
二
階
建
で
、
プ
レ
ー
ル

時

l
ム
が
あ
る
の
と
廊
下
が
比
較
的
広

く
取
っ
て
あ
る
の
が
特
色
町
校
舎
で

す
。
敷
地
面
積
2
7
、
5
3
3
平
方

れ
を
有
し
、
そ
の
中
に
建
物
5
、
6

2
3
平
方
灯
、
グ
ラ
ン
ド
1
5
、
7

• • 

園
口叫
圃
圃
函
園

わ
た
し
の
今
金
小
学
校

今
金
小
一
隼

は
や
し

さ
ち
え

わ
た
し
の
今
金
小
学
校
は
、
こ
と

し
九
十
さ
い
で
す
.

い
ま
、
今
金
小
学
校
に
は
、
プ
ー

ル
が
あ
る
し
、
き
ゅ
う
し
よ
く
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
む
か
し
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
今
金
小
学

校
っ
て
と
て
も
い
い
学
校
だ
と
お
も

い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
た
い
い
く
が

一
ば
ん

す
き
で
す
。
今
金
小
学
校
に
は
、
大

き
な
た
い
い
く
か
ん
が
あ
り
ま
す
。

む
か
し
は
、
ど
ん
な
た
い
い
く
か
ん

だ
っ
た
ん
だ
ろ
、
ヮ
.
む
か
し
は
、
た

き
ゅ
う
し
ょ
く

今
金
小
一
年
ま
つ
ま
え

た
〈
み

今
金
小
学
校
に
は
、
き
ゅ
う
し
ょ

く
が
あ
る
の
で
と
て
も
い
い
で
す
。

先
生
は
、
ー
む
か
し
は
、
き
ゅ
う
し

よ
く
が
な
か
っ
た
の
よ
。
」
と
お
し

え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

子
ど
も
の
と
き
は
、
ひ
る
は
、
ど
う

し
て
い
た
の
か
な
。
お
べ
ん
と
う
を

も
っ
て
い
っ
た
の
か
な
。

ぽ
く
は
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
が
す
き

だ
か
ら
い
ま
の
今
金
小
学
校
で
よ
か

っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

道
新
，
朝
の
食
卓
欄
。

に
執
筆楯

哲
了
さ
ん
回開

頑廻ります

町
内
で
車
盟
を
営
む
、
楯
哲
了
さ

ん
が
、
北
海
道
新
聞
第
二
社
会
面

e
朝
の
食
卓
欄
e

の
執
筆
者
に
な
り

ま
し
た
。
(
平
成
-
一
年
一
月
か
ら
一

年
間
)
摘
さ
ん
は
現
在
ピ
リ
カ
尭
電
所

建
設
所
発
行
町
月
刊
小
冊
子
・
ピ
リ

カ
。
に
随
筆
を
寄
稿
、
そ
の
括
動
等

が
認
め
り
れ
て
全
道
二
十
名
の
執

筆
者
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
.
二
十

日
に

一
回
程
度
内
ペ
ー
ス
で
掲
載
さ

れ
る
干
定
で
す
.
「
肩
に
力
を
入
れ

な
い
で
、
あ
り
の
ま
ま
、
感
じ
た
ま

ま
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
.
」
と
抱
負
を
諮

っ
て

い
ま
し
た

楯
さ
ん
の
目
を
過
し
た
今
量
的

四
季
、
聾
な
ど
も
紹
介
さ
れ
る
と
思

い
場
。
十
ヲ
.

場
九

2
2
平
方
H
M

笑
習
地
外

5
6
5
平
方

祭

L
H叫
が
あ
り
、
裏
山
に
は
ス
キ
l
場、

t
t
 

山町
れ
ア
ス
レ
チ

Y
7、
そ
の
外
、
屋
内
プ

M
灯

l
ル
を
有
す
る
大
変
恵
ま
れ
た
施
設
、

3
呼

環
境
に
あ
る
中
心
校
で
す
。

一
川
悦

児
童
数
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
十

柵

九
学
級
、

8
5
6
名
お
り
ま
し
た
が
、

市
そ
の
後
、
年
々
減
少
し
、
現
在
は
十

;
四
学
級

4
0
6
名
に
な
り
ま
し
た
。

開
校
九
十
周
年
を
記
念
し
、
記
念

誌
「
九
十
年
の
あ
ゆ
み
」
が
発
行
さ

れ
、
中
庭
に
は
、

P
T
A
に
よ
る
立

派
な
「
あ
ず
ま
や
』
が
建
股
さ
れ
、

本
間
行
雄
さ
ん
か
ら
樹
齢
百
年
を
越

え
る
オ
ン
コ
松
が
記
念
に
寄
贈
さ
れ

る
な
ど
、
校
下
を
あ
げ
て
喜
び
合
い

寺
。

I
レ
れ
~
。

教
育
目
標
は
川
た
く
ま
し
い
か
ら

だ
の
子

ωみ
ず
か
ら
学
び
と
ろ
う
と

す
る
子

ωう
る
お
い
に
み
ち
た
子

ω

正
し
い
行
い
の
で
き
る
子

ωね
ば
り

強
い
子
を
か
か
げ
、
昭
和
六
十
二
年

度
に
は
、
全
国
健
康
優
良
校
「
優
秀

校
」
、
平
成
元
年
二
月
に
北
海
道
教

育
英
践
受
賞
校
と
し
て
、
各
々
表
彰

さ
れ
る
な
ど
、
実
績
を
上
げ
て
い
る

学
校
で
す
。

学
校
美
化
運
動
に
も
力
を
入
れ
、

庭
園
、
花
壇
肉
強
備
や
菊
づ
く
り
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

P
T
A
活
動
も
自
主
的
に

行
わ
れ
、
学
校
教
育
に
積
極
的
に
協

い
く
が
あ
っ
た
の
か
な
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

利
別
俳
句
会
の
み
な
さ
ん
で
す
.

(
六
名
門
方
が
都
合
で
欠
席
)
毎
月

一
回
、
勉
強
会
を
開
催
。
今
年
も
み

な
さ
ん
の
心
に
響
く
、
印
象
に
残
る

句
を
一
瞬
の
移
り
変
り
ゃ
季
節
の
移

り
変
り
を
通
し
て
、
ま
た
、
各
作
者

が
思
い
を
こ
め
て
、
十
七
文
字
の
中

に
、
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。

楽
し
み
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

謀
入
会
希
望
者
は
、
斉
藤
み
ち
さ
ん

(
昭
和
町
)
へ
ご
連
絡
を
下
さ
い
.

宮
②
0
3
1
0

、
み
ん
怠
の
広
場
」
は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

力
し
、
地
域
と
学
校
が

一
体
と
な

っ

て
新
し
い
校
風
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

学
校
長

一
言

「
第
一
に
あ
い
さ
つ
の
よ
い
学

校
L

「
き
れ
い
な
学
校
L

「
活
動
的

な
学
校
L

の
三
占
、
を
日
常
の
生
活
の

中
に
励
行
し
、
歴
史
と
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
校
風
を
創
造

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
ま
で
の
本
校
内
歴
史
と

伝
統
を
大
切
に
継
承
し
、
一
人
ひ
と

り
の
子
供
の
良
い
面
を
引
き
出
し
、

• • 
「
心
豊
か
で
個
性
の
あ
る
人
間
形

成
』
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
の
た
め
に
は
‘
子
供
の
学
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

本
年
度
か
ら
「
こ
と
ば
を
大
切
に
し
、

確
か
で
笠
か
に
読
み
取
る
カ
を
育
て

る
学
習
指
導
」
を
研
究
主
題
と
し
て

設
定
し
、
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

〕8
 
〔

さ
ら
に
、
地
域
に
聞
か
れ
た
学
校

と
し
て
父
兄
の
要
望
や
ご
意
見
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
信
頼
さ
れ
る
学

校
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

-・

でよ 開
すり 校
。中九

庭十
に年
建を
ら 肥
れ 念
た L

iて
ず
P 
ま
由 了
己 A

' 

「
(
J
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
J

一

概
酌
の
断
樹
針
創
の
勝
を
現
で

今
村
由
井
子

冷

一

-河
町
ひ
加
の
蹴
れ
ば
即
の
『
ず
が
り
閉
山

杉

本

あ

い

榊l
 

'
J

E

t

-

E

乙

ぞ

こ

と

L

引

一

他
な
ら
ぬ
運
命
の
俄
の
去
年
今
年

吉

国

正

恒

和

一

み
ど
り
貯
の
苧
即
位
み
て
概
ゆ
耐

芳
賀
あ
き
え

一

、

わ

す

ぎ

冷

"

ぞ

〈

し

、

一

宇

宏

昌

之

出

た

に

来

ゐ

年

を

久
保
困
庄
一

一

一

世
鰍
一
宏
、
日
が
易
岡
崎
市
町
宙
を
動
ム

斉

藤

み

ち

一

一

掛

け

世

話

た

む

年

の

割

笠

原

勝

二

一

; 廷後のアイドjレニ;二.~. ..... . .. . .. J :
砂杉本あやか凡 岡国圃~岨哩~J
(昭和田年 9月12日生まれ) 面圃・・・r...; #F.'置函置E・5

1 南町杉本直行さんの長女 ・聞慣 と:，. ~開明 i
[親から1 園.:''1''、 1.¥:1 lJ i 
ょうやく 1かける織になりました。親圃膨弘/ プ怯，v i 

内心配をよそに家中棋しと者き回って.陀Wr. _..~ " 
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u... - ) 11 豊田山崎憲彦さんの長女

1 ・・F 、.-' 、右~ I I [親から]・・.. l~、 • 1 雪がとても美Lい日に生まれました.
・・.. ¥; その小さなかわいい手で、幸せをし っ

1・l‘ 4 Yi l -りつかんではLくて つけた名前で
lEF  42V‘ コ主ー」 す。早<3人でスキー滑べろうね。
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「知
J
b
せ
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b
-
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F
 

V
新
し
〈
五
人
の
民
生

協
力
委
員
さ
ん
を
委
嘱

今
金
町
民
生
協
力
委
員
と
し
て
、

十
二
月
一
日
付
で
次
円
五
人
的
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

・
中
島
弘

一
J
(
中
里
)
中
里
、
住

吉
、
上
種
川
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

・
山
本
敦
子
J
(
上
極
川
)
種
川
宮
前
、

駅
前
、
中
種
川
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

小
岩
高
慶
J
(
下
種
川
)
奥
種
川、

光
台
、
下
種
川
、
下
メ

y
プ
高
台
を

担
当
し
ま
す
。

・
水
野
英
一

J
(
鈴
金
)
金
原
、
鈴

金
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

・
幅
口
忠
男
〆
(
鈴
岡
第
二
鈴
問
、

ト
マ

ン
ケ
シ
を
担
当
し
ま
す
。

-v
社
会
福
祉
協
強
会
職
員

の
募
集
に
つ
い
て

今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

模診を受けて明るい健康づくり

月みんなの健

次
円
安
領
に
よ
り
職
員
を
募
集
し
ま

す。

コ
じ一宮

一
、
採
用
人
貝

(
男
子
)

二
、
選
考
方
法
書
類
選
考
及
ぴ
個

別
面
接
に
よ
る
。

三
、
応
募
要
件

ω四
年
生
の
大
学

社
会
福
祉
学
部
卒
業
、
又
は
卒
業

見
込
で
一
一
十
五
歳
以
下
の
方
。

ω健
康
な
心
身
を
有
す
る
方
で
、

普
通
免
許
証
取
得
者
。

四
、
提
出
書
類

ω履
歴
密
一
部
(
写
真
添
付
)

ω各
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
。

五
、
受
付
期
間
平
成
二
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
に
今
金
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

(
宮
②
1
5
0
2
)

V
一
月
六
日
は
、
平
常
ど
お
り

国
保
病
院
の
惨
療
を
し
ま
す

広
報
十
二
月
号
で
、
町
国
保
病
院

一
月
六
日
休
業
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
当
日
は
、
平
常
ど
お
り
診
療

業
務
を
い
た
し
ま
す
。
ご
利
用
し
て

下
さ
い
。
〈
奇
金
町
国
保
病
院
v

v年
金
相
談
自
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

向
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。

戸
U
一一ヨ
同

専
門
職
員
一
名• • 

(10) 

社会福祉協議会だより 1.12. 9 
ヨ院先円旦学幽 盟奔国 社会福祉協輯会へ円多閣の

ご帯附ありがとうございました。
(敏紘略)

〈札幌市〉 〈今金町〉 佐々木 作太郎
片 問 洋 大 宜 啓太郎 山悶 ~ß 訊 工業

富 111'1 lJl 今 千サ 法 今金郵間同
〈圃繭市〉 獅 戸 亮 ベ〉 はf 八
二 本柳 政 雄 自 山 日目 (乍 ニコニコ食堂
〈画館前〉 宮 森 栄三郎 今 金 町
餅 波 金 弥 大相谷 正 雄 f家 本 fa 子
絵 儒 英 雄 富 図 守 困 躍 "1 r. 
f!' 藤 島 治 高 回 1草 子 111 村 町
〈喜茂別町〉 石 井 ?負 子 西 宮 i脅 S編
星 報 日赤奉仕団 今金町職貝組合
〈森町〉 If. 水 。ソ ナ 金 間 留 三 郎
金 九 盟 尾 持3 哲 夫 荒 弁 普 作
〈八璽町〉 竹 内 IL 子 If. 下 正 幸
j主 Ii 博 憧 安 藤 置 111 強 般
〈江差町〉 石 井 俊 直 アカシヤストア

理 悶 勝 ラ彦 村 上 源太郎 山 ロ {置

下 岡 春 性 織 凶 民員 子 水

" 
由紀乎

師 品 間 絵 児 王 囲 子 力日 訴事 チ ヨ

野 崎 義 雄 石 山 フンエ 相 111 TT 却E
〈大成町〉 飯 図 マサェ 小西豆町山
大 '1 敏 巳 太 困 久美子 犬 塚 ア サ
間 L温 歌 子 カu 藤 保 日予?ス トア
〈ヱセコ町〉 今金舞踊霊好会 三 i寧 I~ 手口 !Il 
柳 図 日目 図井中 勝 千代谷 茂
〈厚沢鶴町〉 中 111 富 歳 神丘 J青年団
jt ぬ 武 雄 今金町護会 白石老人クラブ
〈珊棚町〉 !t 図 守 {申 相 図 守

f~ 付 義 緩 t竜 沢 朱 穀 盟 持 幽
続 入 句t 子 未 藤 春 聾 今金町社会福祉協損金
板 本 哲 ラた 樋川小学校児童会 安 藤 曹

高 木 雅 直 豊岡小学控児童会 宮 崎 勝 巴
森 図 艮 2自 南館老人セノター婦人部 豊凶小学校
<jt桧山町〉 鎌 図 ミツエ 櫨川老人クラブ
成 図 勝 鹿 宇多 林 実 勝 金原小学校
山 下 。E 竹 内 正 夫 高 Jl 総
11 凶 正 男 山 jt 紀 義
織 図 1曹 芳 山一建材セノタ

き

一
月
三
十
日

ω

午
前
十
時
1
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

一二
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
一
名
〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

V
年
末
年
始
の
公
衆
浴
場

の
営
難
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
公
衆
浴
場
の
営
業
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コい
昌
吉

n

H
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場

ロ
月
紅
白
日
時

1
U
時
ま
で
営
業

1
月
l
日
か
ら
3
固
ま
で
休
業

1
月
4
日
か
ら
平
常
営
業

と

項 目 対車者 実施日 時 間 対象地区 全 士場 内 合出

8日開

① 般 相 1長 全 {主 民 22日明) 10:00-15:00 全地区 町民センタ 健康相談、保健指導

29日開)

② 季節労務者検診 季節労務者の方 9日十*l 10 : 00- H 
胸部X線撮影、尿検査、
血液検査、保健指導

③ 妊 婦 キ目 E員 妊婦の方 " 
受付時間

H 
尿検査、血液検査、助産婦

12: 45-13: 15 " 指導、歯科指導、保健指導

@ 宇L 児 相 1主
生後6、9ヶ月

11日同 受9付時30間-10 : 00 " " 保健指導‘身体!till.lJ児

⑤ I歳6ヶ月児健診
生佳 1歳 7、8

M 
受付時間

" " ヶ月児 12: 30-13: 00 歯科指導、保健指導

⑥ 舞医地区巡回診療 全 住 民
畳付時間

" 診療科目 眼科14 : 30-15 : 00 

⑦ 宵 児 講 座 生徒 3ヶ月児 18日制
畳付時間

" 保健指導身体計測
9 : 30-10 : 00 

③ 手L 児 健 Eま
生後4， 7，10、

" 
畳付時間

" 
H 

身体計測.診察、歯科指導

12ヶ月児 12: 30-13: 00 栄養指導、保健指導

畳付時間

23日伏) 13 : 20-13 : 30 仰 国 保病院
昭和63年度中に第 l期軒了

⑨ 
3極 (2祖)混合 第 l期終了後12

干防接組串 2期 -18ヶ月の幼児 24日刷 12:50-13:00 " 町民センター 町方

26日幽 13:20-13:30 η 富国医院

⑮ 3 歳児随診
生怯3歳2、3、

25日嗣
畳付時間

n 町民センター
身体計刷、輪車、医師母車、

4ヶ月児 12:00-13:00 栄華指導歯科指導、保睡指導

⑪ 股 脱 健 Z会
生陸2ヶ月と25

298伺)
畳付時間

" 今金保健所 股関節X線撮影日以上の幼児 13: 00-14: 00 

ω種
川
温
泉
休
憩
所

ロ
月
白
日

M
時

I
N
時
ま
で
営
業

1
月
1
日
か
ら

3
日
ま
で
休
業

1
月
4
日
か
ら
平
常
営
業

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

V
年
末
年
始
の
恵
者
輸
送

パ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

十
二
月
三
十

一
日
か
ら
翌
年

一
月

六
固
ま
で
運
休
い
た
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

V
患
者
蛤
送
パ
ス
の

臨
時
遺
体
に
つ
い
て

車
検
整
備
の
た
め
一
月
十
六
日
か

ら
十
八
日
ま
で
の
三
日
問
、
臨
時
運

(e • 
プ
等
を
焚
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

火
を
取
扱
う
際
に
は
、
次
の
こ
と

を
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
.

①
火
元
を
点
検
す
る
.
②
寝
タ
パ
コ

を
し
な
い
。
き
ち
ん
と
始
末
す
る
。

③
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
④
ガ
ス
器
具
等
を

使
用
中
は
、
換
気
に
気
を
つ
け
る
。

⑤
使
用
中
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
(
火
を

付
け
た
ま
ま
)
に
は
給
油
し
な
い
。

⑥
消
火
器
や
消
火
用
水
は
い
つ
も
使

え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

〈
桧
山
広
域
消
防
組
合
今
金
支
署
v

v
冬
期
間
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い

て
冬
期
間
は
、
凍
結
路
面
で
不
用
意

な
運
転
に
よ
り
思
わ
ぬ
大
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
運
転
者
は
、
道
路
環

境
が
悪
化
す
る
こ
と
を
十
分
予
測
し

て
、
次
の
よ
う
な
冬
道
に
適
し
た
ゆ

と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
走
行
速
度
は
、
夏
道
よ
り
も

m
f

μ
ダ
ウ
ン
、
車
間
距
離
は
二
倍
以
上

と
り
ま
し
ょ
う
。

冬
道
で
は
、
ス
リ

y
プ
に
よ
る
追

突
や
正
面
衝
突
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

ス
リ
y
プ
事
散
を
防
止
す
る
た
め
に

は

『
急
』
の
つ
く
動
作
は
や
め
ま
し

ょ
う
.
『
急
プ
レ
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
、
急
加
速
、
量
発
進
』
の

f
4
急
u

は
ス
リ
y
プ
の
原
因
と
な
り
ま
す
.
 

.
 冬
道
で
の
追
越
し
は
危
険
で
す
。

休
い
た
し
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お

か
げ
致
し
ま
す
が
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。
〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

V
消
防
車
に
進
路
を
担
っ
て
下
さ
い

火
災
時
に
消
防
車
が
近
づ
い
た
ら

進
路
を
譲

っ
て
下
き
い
。
ま
た
、
火

災
現
場
近
く
に
一
般
車
両
が
駐
車
し

て
い
る
と
消
火
作
業
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
の
で
絶
対
駐
車
を
し
な
い
で

下
さ
い
。

特
に
、
降
雪
期
に
な
り
ま
す
と
道

路
幅
が
狭
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

〈
桧
山
広
域
消
防
組
合
今
金
支
署
V

V
火
の
取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

冬
を
迎
え
各
家
庭
で
は
、

ス

追
越
し
は
も
ち
ろ
ん
、
対
向
車
線
に

は
み
出
す
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
ブ
で
路
外
逸
脱
や
正
面
衝
突

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
カ
ー
ブ
の
手

前
で
十
分
速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

〈
北
絵
山
警
察
署
〉

V
町
奨
学
資
金
の
貸
付

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

一
、
貸
付
対
象
者

今
金
町
に
居
住
す
る
方
向
子
弟
で
、

次
の
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ω高
校
及
び
大
学
等
に
進
学
を
希
望

す
る
者

ω学
資
の
支
払
う
こ
と
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者

ω身
体
健
康
、

学
業
成
績
優
秀
、
性
行
善
良
で
あ
る

者。二
、
貸
付
額

ω高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
、
高

等
専
門
学
校
第
三
学
年
以
下

一
人

月
額
一
万
円
以
内
。

ω専
修
学
校
専

門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第
四
学
年

以
上
一
人
月
額
一
万
五
千
向
以
内
。

ω短
期
大
学

一
人
月
額

一
万
八
千

円
以
内
。

ω大
学
一
人
月
額
二
万

円
以
内
。

ω大
学
院
一
人
月
額
二

万
五
千
円
以
内
。

三
、

償

還

卒
業
後
、
六
ヶ
月
据
置
、
十
年
以

内
の
年
賦
償
還
で
す
.
(
無
利
子
)

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

含
②
O
I
l
-内
線
河

〈
今
金
町
教
育
委
員
会
〉

〕-1
 
〔



1月の休日当番匡
岩間医院(今金)宮②)057

北桧山町国保病院(北桧山)包④5321

今金町国保病院(今金IH②0221
富田医院( 11 I宮②)324
平 病 院(北桧山IH④5011
楢崎病院(瀬棚IH⑦3021
今金町国保病院(今金)包②)221

北桧山町国保病院(北桧山IH④5321
※ l日-3日まで午前中のみ

ロU

門
口

門
口
口
μ

門

口

門

口

門

口

口
μ

4

5

1

8

 

1

2

3

7

1

1

2

2

 

やややや住民の動態令令やや
11 月末現 在

前月対比

(-61 

(-21 

(- 41 

(土 日)

7，979人

3，875人

4，104人

2，499世帯

人口

男

女

世帯数

図 おたんじようおめでとう

大倉 55宇、 11月14日 (雄次さんz女)商工団地
付 A ， 

謹美 '1f太凡 11月23日 (光義さん2男)昭和町

固 いつまでもお L島わせに

% 川崎栄ーさん(日?っ二幅口 妙子三(t綱串 )

%垣本 幸治九(λ車更生)~工藤まき子、(輯 町

h
F

睦
山
管
内
児
童
生
徒
美
術
展
が
+
二
月

一
日
;
=
一
日
ま
で
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
か
勺
中
学
桂
ま
で

三
四
九
点
目
出
品
が
あ
り
、
お
肪
れ
た
人

的
自
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

上金原

曙町

南町

中干星川

八束更生

栄町

八鈴

緑町

図お〈やみもう L島げます

伊藤正芳三 11月20日 83歳

鈴木啓子九 11月22日 39歳

杉林サエミ 11月25日 83歳

熊海純也三 12月7日 16歳

境田鶴吉九 12月10日 64歳

渡部 五郎さん 12月12日 70歳

中川 yヤさん 12月13日 78歳

池田光男九 12月14日 43歳

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
剛
②
O
A
1
4
l
f
番

f
L
 

1
 
2
 
1
 
〔

編
一集
一後
一記

マ
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
町
と
町
民
の
か
け
橋

と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
マ
今
月

号
か
ら
表
紙
内
題
字
を
か
え
て
み
ま

し
た
。
昨
今
は
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
機

械
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
字
が
は
ん
濫

す
る
中
で
、
人
の
書
い
た
温
か
み
、

味
わ
い
の
あ
る
字
を
見
て
も
ら
お
う

と
、
種
川
小
の
長
沼
校
長
先
生
に
書

い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
マ
で
き

れ
ば
こ
の
題
字
の
よ
う
に
、
混
か
み
、

味
わ
い
の
あ
る
広
報
紙
が
つ
く
れ
た

ら
と
云
う
願
い
も
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

マ
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
希

望
、
ホ
y
ト
な
情
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


